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 AcuityXpress を用いてグラフ作成 

コントロールに比べてEtoposide 100uM添加群では、約15時間後から生細胞が急激に減少、

逆に前期アポトーシス細胞は増加、少し遅れて後期アポトーシス細胞が増加している 

＊データ提供：川崎医科大学 刀祢重信先生 
  



はじめの一

Meta Ima

Meta Imag
動顕微鏡な

ができます

通常は、デ

いますが、

Meta Ima
示されます

この中で、

ができます
 

一歩（MetaM

aging Serie

ging Series
などのハー

す 

デスクトップ上

その中に M

aging Serie
す 

グループ作

す 

 

 

Morph 機能

es Admini

s Administ
ードウェア設

上に、Meta
Meta Imag

es Adminis

作成、ハード

 

能紹介） 

istrator に

rator では、

定、各種機

a Imaging 
ging Series

strator アイ

ドウェア設定

ついて(1)

、制御してい

機能の表示

Series 7.8
s Administr

コンをクリッ

定、機能(D

いるカメラ、フ

・非表示設

8 などと記載

rator アイコ

ックしますと

rop-ins)の表

フィルターホ

定、グルー

載されたフォ

ンが存在し

、下記のダ

表示・非表

ホイール、Z
ープ作成など

ォルダが存

します 

ダイアログボ

 

示設定など

Z モータ、電

どを行うこと

在すると思

ボックスが表

どを行うこと

電

と

思

表

と



今回、第一

1. Drop-

2. Drop-
ものに

3. 右側の

示され

この D
表示に

また、

Drop-

一段として機

ins-Toolba

ins タブを選

にはチェックが

の Menus の

れるものかが

Drop-in 設定

にすることが

オプション

ins へ変更

 

 

機能(Drop-i

rs をクリック

選択しますと

が入り、表示

の□プラス”
が確認できま

定を行います

ができます 

追加等を行

（追加）して

ns)の表示

クしますと C

と、機能(Dr
示されない

+”をクリック

ます 

すと、不必要

行ったが、必

てください 

・非表示につ

Configure 

rop-ins)が表

ものにはチ

クしますとそ

要な機能を表

必要な機能

ついて記載

Drop-ins/

表示され、M
チェックが入

それぞれが展

表示させる

能が表示され

載します 

/Toolbar が

MetaMorph
りません 

展開され、ど

ことなく、見

れない場合

が表示されま

h 起動後に

どのメニュー

見やすい画面

合は、この

ます 

 

表示される

ーの中に表

 

面（メニュー

Configure

以 上

る

表

ー）

e 


